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Abstract
Kazuto USHIMARU
（ Department of Early Childhood Education and Care, Nishikyushu University Junior College  ）
Practice of the Modeling Play which Looks Back to Communication Between the Parent and Child
─Through the Cut-and-Paste Backlash by the Folding paper─
   The purpose of this study is to contrive the modeling play to plan for relation improvement with 
a guardian (nurture person) and a child. The modeling play introduced by this study makes the 
collage which is an expression technique of fine arts a medium.
   The style of this modeling play is very simple. A guardian (nurture person) and a child are tearing 
some pieces of fancy paper in the favorite shape and are sticking alternately.
   But a guardian (nurture person) has to talk with a child by the production process while 
defending promise. For example the following promise is given to a guardian (nurture person). “You 
don't hurry child's activity up.” “You don't direct.” “You don't compare your child and other 
children.” etc. In other words, a guardian (nurture person) looks back to communication with 
a usual child through modeling play. When putting the title, the guardian (nurture person) isn't 
supposed to force the opinion on a child.
   They partake of the meaning of the title that mutual has decided. Since putting it to the modeling 
play, it isn't important only to complete a work. A dialogue in a process of production is also the 
















徴である。筆者は、平成 13 年４月から平成 15 年３月ま
での二年間、佐賀県教育センターの生徒指導・教育相談
係の研究員・主査として幼児・児童・生徒そしてその保
護者に対する面接相談業務をする機会を得た。そこで非
常に興味深かったのが、カウンセラーによる「箱庭」や「コ
ラージュ（collage）」を用いたカウンセリングであった。
それまで、図工や美術の表現技法のひとつとしかとらえ
ていなかった「コラージュ」がコミュニケーションのひ
とつの方法として生かされていることに驚きも感じた。
　そこで、モダン・テクニックの中でも比較的手軽に取
り組むことができる「コラージュ」の技法を用いて、保
護者や保育者が幼児と一緒に楽しむ中で、お互いの感性
の違いに気づいたり、日頃のコミュニケーションの在り
方を振り返ったりする造形遊びにつなげることができる
のではないかと思い、実践研究を行うことにした。
Ⅱ　コラージュ（collage）とは
　コラージュ（collage）とは、フランス語で「糊付け」
を意味し、「性質の違う素材（材料）を組み合わせなが
ら制作した作品またはその技法」を指す言葉である。美
術教育の場では、絵画にも彫刻にも属さないモダン・テ
クニックの一つとして授業でも取り上げられることが多
い。美術史においては、ファイン・アートとしてのコ
ラージュの起源は、フォビズムの後にパブロ・ピカソや
ジョルジュ・ブラックらによってキュビズムという新た
な表現が生み出された頃だとする説が有力である。キュ
ビズム（Cubism）とはいろいろな角度から見た物の形
を一つの画面に収めるという画法であるが、その表現技
法のひとつとしてコラージュを用いたのである。彼らは
当初コラージュとは呼ばずパピエ・コレ（Papier collé）
と呼び、新聞紙や雑誌などの印刷物、壁紙、木片、フィ
ルム片等をキャンバスや画用紙に貼り付けて制作した。
この技法はその後のダダイスムや、フロイトの深層心理
学に影響を受けたマックス・エルンスト、サルバドー
ル・ダリ、ルネ・マグリットといったシュールレアリズ
ムの画家たちの間でも使われるようになった。芸術家が
モチーフを写し取ったり、自己の感性や思想をもとに制
作をしたりするといった古典的な絵画表現や彫刻の表現
方法ではなく、既成のイメージを利用して非現実的な世
界を表現するというコラージュの技法は、現代において
も世界各国のアートシーンに多大な影響を与え続けてい
る。
　このことを踏まえ、今回の実践では以下のことを前提
に行うことにした。
○コラージュ技法の応用として、折り紙を用いた切り貼
り遊びを親子で共同制作し、コミュニケーションの活
性化について検討する。
〇本来コラージュで取り入れられる写真や絵画の切り貼
りではなく、折り紙を使い、自分の好きな抽象的な形
を親子で相互に貼っていく。
Ⅲ　親子による折り紙を使った
　　　　　「切り貼り遊び」の実践
　今回の実践では、折り紙を使った造形遊びを通して親
子のコミュニケーションの在り方への気づきを促すため
に親子が共同して遊ぶ「折り紙を使った切り貼り遊び」
の実践に取り組むことにした。
１　抽象的な形をちぎりとりながら遊ぶ
　雑誌から具象形を切り取るというスタイルではなく、
折り紙を使って抽象的な形をちぎりとり台紙に貼り付け
ていく。ローウェンフェルド（1947）が「この時期（象
徴期）の子どもは視覚的に見えているものを描画や造形
において再現しているのではない」と述べているように、
幼児期の発達段階においては、具体物を示すよりも「色」
や「抽象的な形」を通した造形遊びの方が教材として適
していると考える。
２　保護者・保育者は言葉かけの約束を守りながら遊ぶ
　子どもが思いのままに行う「切り貼り遊び」に対して
関わり方の約束を意識しながら、保護者・保育者自身が
日頃の子どもへの言葉かけを振り返ったり深めたりす
る。今回の実践においてもっとも大切にしたことは、保
護者・保育者への「関わり方（言葉かけ）」に対する動
機づけである。そこで、「切り貼り遊び」を始める前に、
以下の内容のプリントを配布し、保護者や保育者にとっ
て言葉かけの振り返りの場とするための心構えを促し
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た。
「親子で切り貼り遊びを楽しみましょう。」
（保護者用）
１　切り貼りを通したコミュニケーション
　　今回は、親子で共同して行う折り紙の切り貼り遊
びを通して、お子さんには心を自由に開放する体験
を楽しんでもらいます。お子さんと切り貼り遊びを
楽しみながら、保護者・保育者の皆さんは、日頃の
子どもたちとのコミュニケーションについて振り
返ってみましょう。
２　制作の流れ
①　お子さんと並んで座ります。そして二人の中央前
に画用紙を置きます。
②　それぞれに好きな色の折り紙を３枚選びます。
③　交互に好きな形に折り紙をちぎって、のりで貼っ
ていきます。
④　時間が来たらそれぞれに絵の題名を決めます。
３　保護者 ・ 保育士の皆さんへのお願い
●　お子さんが貼った紙に必ず一部が重なるように
貼ってください。
●　急（せ）かさないでください。待つこともコミュ
ニケーションです。
●　指示をしないでください。認めることもコミュニ
ケーションです。
●　近くのお子さんの進み具合や作品と決して比べな
いでください。
●　お子さんが嬉しくなるコメントをプレゼントして
ください。語彙（ごい）を増やしましょう。
●　絵の題名をそれぞれ決めます。お子さんとの違い
を認め、分かち合い、楽しみましょう。一つにまと
めないでください。
　そして、修了後には保護者・保育者には以下の内容で
振り返りを促した
振り返りアンケート
１　６つの約束について振り返ってみてください。
　　Ａ・・・そんなに難しいことではなかった。
　　Ｂ・・・やや難しかった。
　　Ｃ・・・かなり難しかった。
①　急（せ）かさない。　　　　　　　　　（　　　）
②　先回りして指示をしない。　　　　　　（　　　）
③　近くのお子さんと比べない。　　　　　（　　　）
④　すてきな言葉をプレゼントできた。　　（　　　）
⑤　絵の題名の違いを楽しめた。　　　　　（　　　）
２　日々の関わり方や言葉かけなど、気づかれたこと
がありましたら、自由にお書きください。
３　「親子ふれあい教室」（Ｓ幼稚園）での実践
　令和元年６月８日（土）にＳ幼稚園（佐賀市）の「親
子ふれあい教室」で親子コラージュの実践を行った。制
作に入る前に、保護者・保育者に対して「言葉かけの約
束」を説明すると共に、親子で行う切り貼り遊びを通し
て日頃の子どもに対する言葉かけについて振り返って欲
しいということを伝えた。実践後、ふれあい教室に参加
した保護者に対してアンケート調査を行った。結果は以
下の通りである。
■Ｓ幼稚園「親子ふれあい教室」（Ｒ１．６．８）
ふりかえりアンケートの結果（有効回答 74 名）
①　Ａ（39名）　　Ｂ（29名）　　Ｃ（６名）
②　Ａ（35名）　　Ｂ（33名）　　Ｃ（６名）
③　Ａ（67名）　　Ｂ（７名）　　Ｃ（０名）
④　Ａ（37名）　　Ｂ（32名）　　Ｃ（５名）
⑤　Ａ（40名）　　Ｂ（27名）　　Ｃ（７名）
【保護者・保育者の気づき：自由記述から】
・いかに日頃から子どもを急かしているかということに
気づかされました。（16 名）
・よい声かけを他の保護者から学べました。
・急かさずにゆっくりと子どもを観察することで子ども
の様子がよく見えてきました。
・あれこれ先回りして口出ししている自分に気づかされ
ました。（８名）
・待つことの大切さに気づきました。
・つい他の子どもと比べてしまう自分がいました。
・子供と向き合って、ゆっくりと過ごす時間の大切さを
再認識しました。（５名）
・子どもの気持ちを大事にしながら触れ合うことの大事
さが分かりました。
４　「親子いきいき広場」（本学）での実践
　また、７月 12 日（金）には本学幼児保育学科主催の
第９回「親子いきいき広場」においても、保護者と幼児
対象に実施した。実践後、「親子いきいき広場」に参加
した保護者に対してアンケート調査を行った。結果は以
下の通りである。
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■第９回「親子いきいき広場」（Ｒ１．７．12）
ふりかえりアンケートの結果（有効回答 14 名）
【保護者・保育者の気づき：自由記述から】
・できないと思っていた糊づけもやりたがりました。親
の思い込みに気づかされました。
・とても新鮮でした。家庭でもやりたいです。
・「早くしなさい。」と言うのを我慢しました。これまで
の言葉かけを反省できました。
・会話しながらの制作は、親子の良い関係を築くために
とても大切だと感じました。
・親が思いつかない題名に驚きました。親がまとめない
ことも大事ですね。
・親子での共同作業ははじめてでしたが、とても楽し
かったです。手伝うばかりではなく、一緒にできるこ
とがいいですね。
・子どもの行動を急かしがちでした。待つことの大切さ
を学びました。
・共同で行う造形遊びには色々な効果があるなと驚きま
した。子どもと一緒にできるいろんな遊びをもっと奥
深く勉強してみたいなとも思いました。
・新しいコミュニケーションの方法を教えて頂いて勉強
になりました。親子で楽しみました。
・とても楽しかったです。家でもしてみようと思います。
普段、親の指示だしばかりしていたなと改めました。
・もっと子どもの意見をきいてみようと思いました。
・抽象的な形を貼っていくので、いろんなこだわりから
解放された気分でした。
・初めて抽象的な作品を作りました。童心に戻って親子
で楽しい時間を過ごせました。
・兄弟、姉妹でさせたら、兄や姉がどんな声かけをする
のか興味がわきました。
・これまでこんなにじっくり我が子と関わる時間がな
かったなと振り返ることができました。
Ⅳ　実践の成果と課題
　折り紙を使い親子が共同して行う「切り貼り遊び」と
いう内容で、保育園・幼稚園・こども園や家庭で気軽に
取り組め、コミュニケーションの在り方を振り返ったり
深めたりすることができる造形遊びについて実践研究し
たわけであるが、実践による成果と課題を次のようにと
らえている。
（成果）
・雑誌や広告などによる具体的な絵や写真を用いた切り
貼り絵の制作ではなく、色彩のみが印刷された折り紙を
抽象的な形に切ったりちぎったりする方法をとったこと
で、膨大な雑誌を準備する必要がなく、容易に実践でき
るということが分かった。
・参加した保護者の感想にもあるように「造形遊び」と
しての親子で行動する切り貼り遊びを通して、日頃の子
どもとのコミュニケーションの在り方に対する「自発的
な気づき」を促す場にすることができた。
・親子で共同して行う造形遊びにおいて、今回は事前に
保育者・保育者への「関わり方（言葉かけ）」に対する
動機づけのためを行ったことで、この造形遊びが単なる
作品制作なのではなく、親子のかかわり方を振り返る機
会であるということを保護者・保育士が意識してくれた。
（課題）
・使用する糊は、洗濯糊やご飯粒をすりつぶした糊を使
う方がより安全に制作できると思われる。
・幼児の中には片方にだけ着色されている折り紙の場合、
色のついた方に糊をつけてしまい、貼り付ける際に癇癪
を起こす者がいた。スムーズに切り貼りを楽しませるた
めに、折り紙は両面に着色されたものを使う方がよいと
思われる。
（考察）
　今回は、「親子間のコミュニケーションを振り返る造
形遊びの実践　―折り紙による切り貼り遊びを通して
―」という実践テーマのもとで色彩だけが印刷されてい
る折り紙（色紙）を用いて親子で切り貼り遊びを行う中
で、日頃の親子間のコミュニケーションを振り返ったり、
深めたりする場を生み出すという目的に向けて実践研究
を行った。実践においては、事前に保護者・保育者への
「関わり方（言葉かけ）」に対する動機づけのためを行
い、この切り貼り遊びの目的が、単に切り貼りの作品作
りを楽しみ、作品を完成させることだけが目的なのでは
なく、親子のかかわり方を振り返る機会であるというこ
とを保護者・保育士が意識させるように工夫した。その
結果、前述したように、参加した保護者のアンケートか
らは、絵画的な描写力や構成力が必要とされない抽象的
な形による切り貼り遊びは、家庭や園で手軽に実践でき、
楽しい遊びであるという感想とともに、保護者や保育者
にとっては子どもとのコミュニケーションの在り方につ
いてさまざまな気づきを促す遊びでもあり、勉強の場に
もなったという感想も寄せられた。
　折り紙を使った切り貼り遊びが、子どもたちの造形に
よる心の解放の場としてだけではなく、親子のコミュニ
ケーションの改善にとって有効な遊びになり得ると結論
づけたい。
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Ⅴ　終わりに
　ここでは紹介できなかったが、介護を学ぶ学生がエル
ダーカレッジに通う高齢者と行った同様の切り貼り遊び
や、日本人学生が韓国から訪問した高校生と行った同様
の切り貼り遊びなどでは、保護者・保育者役を介護者や
日本人学生が受け持つことで、それぞれにコミュニケー
ションの在り方に対する振り返りがみられ非常に興味深
かった。今後、親や保育者と子ども間の遊びという枠を
越えた研究実践を行ってみたいと考えている。更に、今
後は造形遊びの可能性についての研究実践にとどまらず
「芸術療法（アート・セラピー）」についても深く学んで
いきたいと考えている。
Ⅵ　参考作品と親子がつけた題名例
 
〇保護者「たき火と手袋であたたかいよ。」
〇子ども「ハロウィンのおばけパーティー」
〇保護者「水族館のおさかなたち。」
〇こども「きょうりゅうのおやこ」
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